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一　

は
じ
め
に

　

一
九
九
〇
年
代
以
降
、世
界
で
は
、人
権
に
つ
い
て
の
専
門
的
・

体
系
的
な
教
育
・
研
究
を
行
い
、
修
了
者
に
「
人
権
」
を
冠
し
た

学
位
（
修
士
・
博
士
）
を
授
与
す
る
大
学
院
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
以

下
、〝
人
権
プ
ロ
グ
ラ
ム
〞
と
記
す
）
が
数
多
く
開
設
さ
れ
て
き
た
。

現
在
把
握
で
き
る
だ
け
で
も
、
百
近
い
修
士
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
提
供

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
数
は
今
も
増
え
続
け
て
い
る
。
人
権
の
専
門

的
な
研
究
と
い
え
ば
、
伝
統
的
に
は
法
学
の
領
域
を
中
心
に
行
わ

れ
て
き
た
が
、
現
在
開
設
さ
れ
て
い
る
人
権
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
過
半

数
を
占
め
る
の
は
、
む
し
ろ
学
際
的
な
構
成
を
と
る
も
の
で
、
大

半
は
英
語
に
よ
っ
て
教
育
・
研
究
指
導
を
行
う
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
世
界
各
国
か
ら
多
様
な

国
籍
・
地
域
・
民
族
・
宗
教
的
背
景
を
持
ち
、
か
つ
人
権
に
か
か

わ
る
多
様
な
職
業
や
活
動
の
経
験
を
持
つ
人
材
が
集
ま
り
、
多
文

論
文

世
界
の
大
学
院
に
お
け
る「
人
権
修
士
」プ
ロ
グ
ラ
ム
の
意
義
と
課
題

─
日
本
の
大
学
に
お
け
る
人
権
教
育
・
研
究
へ
の
示
唆
を
得
る
た
め
に

─
阿
久
澤　

麻
理
子

　

一
九
九
〇
年
代
以
降
、
世
界
の
大
学
院
で
は
、
人
権
を
専
門
的
に
学
び
、
研
究
し
、「
人
権
」
を
冠
し
た
学
位
を
取
得
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
急
増
し
た
。
世

界
各
国
か
ら
集
ま
る
多
様
な
国
籍
、
文
化
的
・
社
会
的
背
景
、
職
業
、
活
動
経
験
を
持
つ
人
材
が
共
に
学
び
、
国
境
や
地
域
を
超
え
、
人
権
に
つ
い
て
の
共
通

理
解
を
深
め
る
場
に
な
る
と
と
も
に
、
各
国
に
お
け
る
人
権
政
策
の
立
案
・
実
施
を
担
う
人
材
を
輩
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
進
む
大
学

改
革
に
対
し
て
、
高
等
教
育
が
本
来
果
た
す
べ
き
役
割
を
提
起
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

要　
　

約
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化
間
、
多
様
な
社
会
セ
ク
タ
ー
間
で
人
権
を
共
に
議
論
し
、
共
通

理
解
を
深
め
る
空
間
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
日
本
の
大
学
に
お
け
る
人
権
教
育
の
歴
史
は
、
部
落
問

題
の
解
決
の
た
め
に
、
教
員
養
成
課
程
を
持
つ
大
学
で
、
一
九
五

〇
年
代
か
ら
「
同
和
問
題
」
や
「
同
和
教
育
」
講
座
が
開
設
さ
れ

た
こ
と
に
さ
か
の
ぼ
る
。
こ
う
し
た
講
座
は
、「
同
和
対
策
審
議

会
答
申
」
以
降
さ
ら
に
広
が
っ
た
が
、
こ
れ
は
す
べ
て
の
子
ど
も

の
教
育
権
の
保
障
と
、
反
差
別
の
教
育
を
推
進
す
る
教
員
の
役
割

が
重
視
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
一
九
六
〇
・
七
〇
年
代
に

は
学
生
運
動
か
ら
の
要
求
に
応
え
る
形
で
、
一
般
教
養
科
目
に
お

い
て
も
同
和
問
題
に
つ
い
て
の
講
座
が
開
設
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
特
に
七
〇
年
代
以
降
は
、
女
性
、
障
害
者
、
外
国
人
の
人
権

に
か
か
わ
る
運
動
の
高
揚
を
背
景
に
、
こ
う
し
た
講
座
の
開
設
も

進
ん
だ
（
加
藤 

二
〇
〇
五
）。
な
お
、
最
近
の
傾
向
と
し
て
は
、

女
性
の
人
権
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
連
す
る
科
目
が
増
え
て
い
る

が
、
こ
れ
は
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
に
対
す
る
問
題
提
起
の
増
加
を
受
け
て
、
一
九
九
九
年
に
文
部

科
学
省
が
、
国
立
大
学
教
員
向
け
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
た
こ
と
と
無
縁
で
は
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
歴
史
的
経
緯
か
ら
、
日
本
で
は
多
数
の
大
学
が
人

権
関
連
科
目
を
設
置
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
単
独
の
科

目
の
開
講
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
複
数
の
科
目
を
専
門
的
・
体
系

的
に
組
み
合
わ
せ
て
人
権
を
学
び
・
研
究
し
、
人
権
を
冠
し
た
学

位
を
取
得
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ま
だ
存
在
し
な
い
。

　

ま
た
日
本
で
は
、
同
和
教
育
が
小
学
校
か
ら
大
学
ま
で
の
す
べ

て
の
教
育
段
階
に
広
が
る
と
同
時
に
、
地
域
社
会
で
も
啓
発
事
業

が
実
施
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
年
齢
層
の
市
民
が
、
部
落
問
題
や
人

権
に
つ
い
て
学
ぶ
場
が
幅
広
く
提
供
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
人
権

運
動
や
人
権
行
政
に
対
す
る
理
解
者
を
増
や
す
こ
と
に
大
き
く
貢

献
し
て
き
た
が
、
一
方
で
、
た
と
え
少
数
で
も
、
社
会
の
変
化
を

見
極
め
、
時
宜
に
か
な
っ
た
人
権
政
策
を
立
案
・
提
言
で
き
る
人

材
を
育
て
る
こ
と
に
も
、
も
っ
と
力
が
注
が
れ
て
よ
い
。
大
学
院

レ
ベ
ル
の
教
育
・
研
究
を
通
じ
て
、
人
権
を
専
門
と
す
る
研
究

者
・
実
務
家
を
育
て
る
こ
と
は
、
新
自
由
主
義
の
下
で
の
人
権
行

政
の
後
退
に
歯
止
め
を
か
け
、必
要
な
政
策
を
推
進
す
る
た
め
の
、

基
盤
整
備
に
直
結
す
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
昨
年
度
、
筆
者
を
含
む
六
人
の
研

究
者
は
、
世
界
の
人
権
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
動
向
を
把
握
す
る
た
め
の

調
査
に
着
手
し
た

Б

。
本
稿
で
は
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
、
世
界
の

人
権
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
動
向
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
特
に
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
意
義
と
課
題
を
論
じ
、
日
本
の
大
学

に
お
け
る
人
権
教
育
へ
の
示
唆
を
得
る
こ
と
と
し
た
い
。
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二　

世
界
の
﹁
人
権
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹂
の
動
向

１　

 

プ
ロ
グ
ラ
ム
誕
生
の
背
景

│
ポ
ス
ト
冷
戦
期
に
お
け
る

人
権
の
﹁
制
度
化
﹂
と
人
材
養
成
の
ニ
ー
ズ

　

世
界
の
大
学
に
人
権
を
冠
し
た
学
位
を
授
与
す
る
大
学
院
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
相
次
い
で
開
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
と
く
に

一
九
九
〇
年
代
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
冷
戦
終

結
後
の
、人
権
教
育
・
研
究
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
が
あ
る
。

　

二
極
構
造
が
崩
壊
し
、
安
定
的
な
国
際
シ
ス
テ
ム
ヘ
の
模
索
が

始
ま
る
と
、
世
界
で
は
「
国
際
人
権
レ
ジ
ー
ム
」
へ
の
期
待
が
高

ま
り
、
人
権
は
か
つ
て
の
よ
う
な
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
の
象
徴

で
は
な
く
、
普
遍
的
な
基
準
と
し
て
「
再
確
認
」
さ
れ
（
一
九
九

三「
世
界
人
権
会
議
」）、国
連
も
教
育
や
情
報
提
供
活
動
を
通
じ
て
、

人
権
の
本
格
的
な
普
及
活
動
を
開
始
し
た
。「
人
権
教
育
の
た
め

の
国
連
一
〇
年
」（
一
九
九
五
〜
二
〇
〇
四
）
や
「
人
権
教
育
の

た
め
の
世
界
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
第
一
段
階
・
学
校
教
育 

二
〇
〇
五
〜

二
〇
〇
九
）
は
、
こ
う
し
た
国
連
の
取
り
組
み
の
一
部
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
国
際
社
会
の
変
化
の
下
、
ポ
ス
ト
冷
戦
期
に
は
と

く
に
旧
社
会
主
義
国
や
発
展
途
上
国
で
、
民
主
化
の
進
展
と
と
も

に
人
権
を
位
置
づ
け
た
憲
法
の
採
択
や
改
正
、
国
内
人
権
委
員
会

の
設
置
、
学
校
へ
の
人
権
教
育
の
導
入
な
ど
、
人
権
の「
制
度
化
」

が
進
ん
だ
。
そ
こ
で
、
人
権
に
か
か
わ
る
専
門
家
・
実
務
家
の
養

成
が
急
務
と
な
り
、
そ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
人
権
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
設
置
が
相
次
い
だ
。

２　

地
域
別
の
特
色

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
書
く
と
、
人
権
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
あ
た
か

も
、
旧
社
会
主
義
国
や
発
展
途
上
国
だ
け
の
も
の
の
よ
う
な
印
象

を
与
え
か
ね
な
い
が
、
実
は
、
最
も
多
く
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
存
在

す
る
の
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
が
こ
れ
に
続
く
。

　

表
１
は
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
・
ツ
ー
ル
ズ
（H

um
an Rights 

T
ools В

）
の
サ
イ
ト
に
あ
る
「
人
権
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
か
ら
、
英
語
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
修
士
レ
ベ
ル
の
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
み
を
選
び
出
し
、
地
域
別

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
数
を
割
り
出
し
た
も
の
で
あ
る

Г

。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
場
合
、
Ｅ
Ｕ
の
統
合
が
進
む
と
と
も
に
、
旧
社

会
主
義
国
も
含
め
た
人
権
保
障
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て

い
る
か
ら
、
人
権
に
対
す
る
域
内
の
共
通
認
識
を
深
め
る
こ
と
は

急
務
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
エ
ラ
ス
ム
ス
計
画

Д

に
よ
っ
て
域
内
の
大

学
連
携
を
促
進
し
、
複
数
の
大
学
が
共
同
し
て
Ｅ
・
Ｍ
Ａ
（
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
修
士
号
）
を
授
与
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
生
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
提
供
さ
れ
て
い
る
六
五
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
う
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ち
、
五
〇
以
上
が

イ
ギ
リ
ス
一
国
に

集
中
し
て
い
る
こ

と
も
、興
味
深
い
。

　

一
方
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ

の
大
学
で
開
設
さ

れ
て
い
な
が
ら
、

対
象
者
を
自
国
外

に
設
定
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
英
語

だ
け
で
な
く
、
フ

ラ
ン
ス
語
、
ス
ペ

イ
ン
語
な
ど
で
実

施
さ
れ
て
お
り
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

内
容
を
み
る
と
、

先
進
国
に
よ
る
発

展
途
上
国
へ
の
民

主
化
支
援
、
人
材

養
成
と
い
う
色
彩
が
強
く
、
か
つ
て
の
宗
主
国
が
植
民
地
で
あ
っ

た
国
々
を
主
要
な
対
象
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

３　

 

学
位
と
専
門
性

│
法
学
専
門
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
、 

学
際
的
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了
し
た
後
に
授
与
さ
れ
る
学
位
の
タ
イ
ト
ル

は
、
大
別
し
て
Ｌ
Ｌ
・
Ｍ
（
法
学
修
士
）
と
Ｍ
・
Ａ
（
人
文
・
社

会
科
学
系
の
修
士
）
に
分
か
れ
て
い
る
。

　

前
者
は
法
学
専
門
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了
す
る
と
授
与
さ
れ
る

も
の
で
、「
国
際
人
権
法
修
士
」
や
「
法
学
修
士
（
人
権
）」
と
い

っ
た
名
称
の
学
位
が
一
般
的
で
あ
る
。
科
目
と
し
て
は
、
国
際
人

権
法
・
人
道
法
に
、
各
国
憲
法
、
刑
事
法
、
移
行
期
司
法
な
ど
が

組
み
合
わ
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
後
者
は
、
複
数
の
専
門
領
域
を
組
み
合
わ
せ
た

学
際
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
学
際
と
い
っ
て
も
、
人
権
を
扱
う

限
り
、
法
学
は
必
須
の
基
盤
と
な
る
が
、
こ
れ
に
政
治
学
、
社
会

学
、
文
化
人
類
学
、
心
理
学
、
教
育
学
、
経
済
学
、
哲
学
、
倫
理

学
な
ど
が
組
み
合
わ
せ
ら
れ
て
お
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
組

み
合
わ
せ
や
重
点
の
置
き
方
に
違
い
が
あ
る
。学
位
の
名
称
は「
人

権
修
士
」
が
一
般
的
だ
が
、「
子
ど
も
の
権
利
修
士
」（
フ
ラ
イ
ブ

ル
グ
大
学
、
ス
イ
ス
）、「
人
権
教
養
学
修
士
」（
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
、

ア
メ
リ
カ
）、
な
ど
の
個
性
的
な
タ
イ
ト
ル
も
あ
り
、
一
見
し
た

表１　調査対象とした人権プログラム

地域
プログラム
総数＊

学位（等）の種類別・プログラム数 期間（フルタイム）

M.A LL.M 他の学位 ディプロマ Certificate １年 1.5年 2年

アジア・太平洋 10 6 3 1 7 2 1

中東 2 1 1 1 　 1

ヨーロッパ　 65 36 28 1 60＊＊ 1 4

アメリカ 18 10 7 1 11 　 7

アフリカ 2 2 2 　 　

合計 97 53 40 1 2 1 81 3 13

＊  複数大学の連携によって、単一のプログラムを提供しているものは、１とカウントした。このよう
なプログラムはヨーロッパに２、アフリカに１ある。

＊＊   Certificate（証明書）プログラムは１年未満であるが、ここに加えた。
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だ
け
で
は
、
ど
の
よ
う
な
専
門
領
域
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
な
の

か
は
わ
か
ら
な
い
。

　

ま
た
、
Ｍ
・
Ａ
の
中
に
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
大
学
間
連

携
に
よ
っ
て
、
共
同
で
学
位
を
授
与
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
り
、

「
人
権
と
民
主
化
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
修
士
」（
人
権
と
民
主
化
の
た
め
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
学
間
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
大
学
連
携
）、

「
ア
フ
リ
カ
人
権
と
民
主
化
法
学
修
士
」（
南
ア
フ
リ
カ
の
プ
レ
ト

リ
ア
大
学
を
中
心
と
す
る
、域
内
八
カ
国
の
大
学
連
携
）な
ど
が
あ
る
。

　

な
お
、
法
学
専
門
で
あ
れ
、
学
際
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
れ
、

対
象
者
は
実
に
幅
広
い
。
外
交
官
や
国
際
公
務
員
、
政
府
機
関
や

国
内
人
権
機
関
職
員
、
法
律
家
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
職
員
な
ど
が
対
象
に
想

定
さ
れ
て
お
り
、
中
に
は
、
草
の
根
の
人
権
活
動
家
養
成
と
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
を
主
要
な
目
的
と
す
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
も
あ
る
。
共
通
す
る
の
は
、
人
権
の
保
障
と
促
進
に
か
か
わ
る

「
実
務
家
」
を
育
て
よ
う
と
す
る
視
点
で
、
そ
れ
ゆ
え
、
教
育
内

容
は
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
で
あ
る
と
同
時
に
実
践
的
で
あ
る
。
ま
た
、

仕
事
を
持
つ
人
び
と
の
た
め
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
制
度
、
通
信
制
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
充
実
し
て
い
る
。

４　

 

教
育
・
指
導
言
語

│
英
語
を
介
し
た 

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

H
um
an Rights T

ools

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
あ
る
人
権
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、
ス
イ
ス
・
ス
ペ
イ
ン
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
な
ど
の
一
部
の

大
学
を
除
く
と
、
す
べ
て
英
語
に
よ
っ
て
教
育
と
研
究
指
導
を
行

う
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

　

英
語
を
共
通
言
語
に
し
な
が
ら
、
多
様
な
国
・
地
域
の
出
身
者

が
と
も
に
人
権
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
場
は
貴

重
で
あ
る
。
人
権
が
普
遍
的
に
尊
重
さ
れ
、
実
現
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
に
は
、
異
文
化
間
対
話
が
不
可
欠
で
あ
る
し
、
人
権
の
理
論

や
概
念
だ
け
で
な
く
、
政
策
や
実
践
の
具
体
例
も
共
有
さ
れ
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
こ

う
し
た
対
話
と
共
有
の
場
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
別
の
視
点
か
ら
批
判
的
検

証
も
必
要
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
世
界
的
な
大
学
間
競
争
の
激

化
の
中
で
、
先
進
国
の
大
学
に
と
っ
て
は
留
学
生
確
保
が
生
存
競

争
に
勝
ち
抜
く
た
め
の
重
要
な
手
段
に
な
り
つ
つ
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
り
英
語
の
重
要
性
が
増
す
中
で
、
留
学

生
獲
得
に
優
位
な
の
は
、
英
語
圏
の
大
学
や
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
人
権
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
各
大

学
に
と
っ
て
は
、
海
外
、
と
く
に
発
展
途
上
国
か
ら
の〝
優
秀
な
〞

学
生
を
確
保
す
る
た
め
の
手
段
に
使
わ
れ
か
ね
な
い
、
と
い
う
点

に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

た
だ
し

│
こ
こ
で
や
や
脱
線
を
お
許
し
い
た
だ
け
る
な
ら

│
留
学
生
集
め
な
ど
と
い
う
の
は
、
大
学
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
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代
の
競
争
を
勝
ち
抜
く
た
め
に
は
、
実
に
古
典
的
な
方
法
に
す
ぎ

な
い
、
と
い
う
こ
と
も
付
記
し
て
お
き
た
い
。
現
在
、
先
進
国
の

大
学
は
、
多
額
の
投
資
を
し
て
現
地
分
校
（
海
外
キ
ャ
ン
パ
ス
）

を
設
置
し
た
り
、
現
地
の
大
学
と
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
を
結
び

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
た
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
網
を
広
げ

る
な
ど
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
手
段
で
学
生
集
め
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
発
展
途
上
国
で
は
、
先
進
国
の
有
名
大
学
を
受
け

入
れ
る
こ
と
は
自
国
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
だ
と
考
え
、
積
極
的

に
誘
致
を
は
か
る
国
も
少
な
く
な
い
。
た
と
え
ば
ド
バ
イ
の
〝
知

識
村
（
ナ
レ
ッ
ジ
・
ビ
レ
ッ
ジ
）〞
は
、
大
学
に
用
地
を
無
償
提
供

し
、
税
金
も
免
除
し
て
い
る
の
で
、
欧
米
の
多
数
の
大
学
が
こ
こ

に
進
出
し
て
い
る
。
ド
バ
イ
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
外
国
大
学
が
来

て
く
れ
れ
ば
、
自
国
の
学
生
の
教
育
機
会
も
充
実
す
る
し
、
留
学

生
は
外
貨
を
落
と
し
て
く
れ
る
。
さ
ら
に
卒
業
生
が
知
識
村
に
誘

致
し
た
企
業
に
就
職
す
れ
ば
、
将
来
的
な
経
済
効
果
も
期
待
で
き

る
の
で
〝
一
石
三
鳥
〞
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
で
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
も

同
様
の
誘
致
政
策
を
と
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
ま
で
く
る
と
、
も
は
や
教
育
は
人
権
で
は
な
く
商
品
で
あ

る
。
ド
バ
イ
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
外
国
大
学
誘
致
政
策
は
、〝
大

学
を
輸
入
し
、免
税
品
と
し
て
安
く
海
外
の
顧
客
に
そ
の
商
品（
大

学
教
育
と
学
位
）
を
販
売
す
る
（
輸
出
す
る
）
ビ
ジ
ネ
ス
〞
で
あ

る（
二
宮 

二
〇
〇
六
）。
し
か
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
争
の
中
で
、

「
人
権
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
単
な
る
国
際
競
争
の
生
き
残
り
手
段
に

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
、
そ
れ
こ
そ
矛
盾
で
あ
る
。
人
権
の
た
め

の
研
究
・
教
育
に
と
っ
て
、
な
ぜ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
必
要
な
の
か
、
こ
れ
を
実
施
し
て
い
る
大
学
や
担
当
教

員
は
、
十
分
に
認
識
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

三　

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
に
と
っ
て
の
意
義
と
課
題

　

さ
て
、
世
界
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
設
状
況
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
一
〇
が
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
地
域
に
あ
る（
表
２
）。こ
の
地
域
の
固
有
の
文
脈
の
中
で
、

こ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
と
、
意
義
や
課

題
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

１　

少
数
の
専
門
家
育
成
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

ま
ず
、
域
内
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
第
一
に
指
摘
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
特
徴
は
、い
ず
れ
も
小
規
模
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

毎
年
約
一
〇
〜
二
〇
人
の
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
多
い
。
こ
れ
は
少
人
数
を
対
象
に
、
人
権
の
専
門
家
を
育
成
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
域
内
を
中
心
と
す
る

各
国
か
ら
、
司
法
・
立
法
・
行
政
機
関
、
国
内
人
権
機
関
、
Ｎ
Ｇ

Ｏ
、
国
際
機
関
等
で
働
く
若
手
職
員
や
研
究
者
な
ど
が
集
ま
っ
て
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い
る
。

　

ま
た
、
学
部
レ

ベ
ル
の
人
権
教
育

よ
り
も
、
大
学
院

に
お
け
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
先
に
始
ま

っ
た
こ
と
は
、
日

本
の
大
学
に
お
け

る
人
権
教
育
の
発

展
プ
ロ
セ
ス
と
は

対
照
的
で
あ
る
も

の
の
、
こ
れ
は
一

般
的
な
傾
向
で
あ

る
。と
い
う
の
も
、

一
般
に
、
大
学
院

レ
ベ
ル
の
研
究
指

導
は
、
個
別
性
・

具
体
性
が
高
い
が

（
指
導
教
官
は
、

個
々
の
学
生
の
リ

サ
ー
チ
・
研
究
の

指
導
を
す
る
た

め
）、
学
部
レ
ベ
ル
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
な
る
と
、
基
礎
的
な
概

念
や
歴
史
か
ら
教
え
ね
ば
な
ら
ず
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
づ
く
り
の
負

担
が
重
い
。
ま
た
、
専
門
的
な
研
究
成
果
を
そ
の
ま
ま
学
部
生
に

教
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、
通
常
は
最
初
に
大
学
院
で
の
教

育
・
研
究
を
始
め
、
蓄
積
し
た
研
究
成
果
を
体
系
化
し
、
学
部
教

育
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
域
内
で
最
も
早
い
時
期
に

「
人
権
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
立
ち
上
げ
た
イ
ン
ド
の
カ
ル
カ
ッ
タ
大

学
で
は
、
大
学
院
教
育
の
成
果
を
踏
ま
え
て
学
部
学
生
向
け
の
教

科
書
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
す
で
に
学
部
で
の
人
権
教
育
を
開
始

し
た
。
人
権
に
つ
い
て
の
教
科
書
は
、
圧
倒
的
に
欧
米
の
出
版
物

に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
現
状
の
中
で
、
独
自
の
教
科
書
作
成
は
重

要
な
取
り
組
み
で
あ
る
。

２　

多
様
な
人
び
と
が
人
権
を
共
に
議
論
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

一
方
、
少
人
数
で
は
あ
っ
て
も
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
の
で
、
多
様
な
国
・
地
域
の
出
身
者
が
集
ま
る

こ
と
は
人
権
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。
た
と
え

ば
、
香
港
大
学
で
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ネ
パ
ー
ル
、
モ
ン
ゴ
ル
な
ど

の
国
内
人
権
機
関
の
職
員
が
共
に
学
ん
で
お
り
、
異
な
る
国
の
人

権
機
関
の
職
員
交
流
が
進
む
こ
と
は
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の

人
権
保
障
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
上
で
も
、
大
き
な
意
味
を
持
つ

と
思
わ
れ
る
。

表２　アジア・太平洋地域の人権プログラム

国・地域 大学名 学位 名称 期間

オースト
ラリア

カーティン工科大学 MA 人権修士 1.5年

シドニー大学 MA 人権修士 １年

モナシュ大学 LL.M 法学修士（人権） １年

香港 香港大学 LL.M 人権法学修士 １年

インド
カルカッタ大学 MA 人権修士 ２年

インディアン・ソサエティ・フォー・
インターナショナル・ロー Diploma 人権・人道・難民法修了証 １年

ネパール カトゥマンズ・スクール・
オブ・ロー

MA 国際人権法修士 １年

MA 国際人道法修士 １年

LL.M. 人権とジェンダー法学修士 １年

タイ マヒドン大学 MA 人権と社会開発修士 1.5年
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も
ち
ろ
ん
、
人
権
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
多
様
性
は
学
生
の
出
身
地
に

限
ら
な
い
。
と
く
に
学
際
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
専
門
性
や
職

業
的
背
景
も
多
様
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
普
段
な
ら
人
権
に
つ
い

て
共
に
語
り
、
議
論
を
深
め
あ
う
機
会
が
極
め
て
少
な
い「
立
場
」

に
あ
る
者
同
士
が
出
会
い
、
対
話
す
る
機
会
が
生
ま
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
カ
ー
テ
ィ
ン
工
科
大
学
で
は
、

二
〇
〇
七
年
度
に
二
人
の
パ
キ
ス
タ
ン
人
留
学
生
を
受
け
入
れ
て

い
る
が
、
一
人
は
児
童
労
働
問
題
に
取
り
組
む
外
交
官
、
一
人
は

子
ど
も
の
権
利
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
職
員
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

香
港
大
学
で
は
、
入
管
職
員
と
、
移
住
労
働
者
の
権
利
擁
護
に
取

り
組
む
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
家
が
机
を
並
べ
て
い
る
。
ふ
だ
ん
な
ら
、

交
渉
の
テ
ー
ブ
ル
を
は
さ
み
、
対
立
す
る
立
場
に
置
か
れ
る
か
も

し
れ
な
い
者
同
士
が
同
じ
学
生
と
し
て
学
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
共
通
の
議
論
の
土
壌
を
身
に
つ
け
た

卒
業
生
が
、
異
な
る
地
域
、
異
な
る
領
域
の
職
業
に
つ
い
て
活
躍

す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
人
権
状
況

は
大
き
く
前
進
す
る
に
違
い
な
い
。

３　

学
際
的
ア
プ
ロ
ー
チ

①
法
学
だ
け
で
な
く
、
文
化
の
視
点
か
ら
人
権
を
研
究
す
る

　

│
カ
ル
カ
ッ
タ
大
学

　

さ
て
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
で
は
、
数
の
上
で
は
学
際
的
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
法
学
を
専
門
と
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
二
倍
あ
る
。
た

だ
し
学
際
と
い
っ
て
も
、
小
規
模
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
す
べ
て
の
学

問
領
域
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、
大
学
ご
と
に
何

ら
か
の
重
点
領
域
が
あ
る
。
た
と
え
ば
カ
ル
カ
ッ
タ
大
学
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
文
化
人
類
学
者
が
中
心
と
な
っ
て
た
ち
あ
げ
た
も
の

で
、
文
化
人
類
学
的
な
調
査
・
研
究
を
重
視
し
て
い
る
。
な
ぜ
、

文
化
人
類
学
な
の
か
と
い
う
筆
者
の
問
い
に
対
し
て
、
同
大
学
の

教
員
、ブ
ダ
デ
ブ
・
チ
ョ
ウ
ド
リ
氏
は
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。

　
「
文
化
人
類
学
者
が
研
究
対
象
と
し
て
き
た
の
は
、
先
住

民
や
女
性
、
都
市
の
貧
困
層
、
ダ
リ
ッ
ト
な
ど
、
ま
さ
に
人

権
侵
害
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
集
団
で
あ
る
。
ま
た
、
人
間

を
文
化
・
社
会
の
面
か
ら
実
証
的
に
研
究
す
る
文
化
人
類
学

こ
そ
、
文
化
や
慣
習
、
宗
教
の
名
の
下
に
行
わ
れ
る
多
く
の

人
権
侵
害
に
切
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
イ
ン
ド
の

ダ
リ
ッ
ト
に
対
す
る
差
別
の
問
題
な
ど
は
、
文
化
や
宗
教
と

深
く
か
か
わ
っ
て
お
り
、
西
洋
的
な
法
学
を
中
心
と
す
る
人

権
研
究
で
は
十
分
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

文
化
を
研
究
す
る
視
点
が
不
可
欠
で
あ
る
」

　

こ
う
し
た
意
見
に
加
え
て
筆
者
は
、
人
権
を
文
化
の
観
点
か
ら

研
究
す
る
こ
と
は
「
ア
ジ
ア
的
人
権
論
」
へ
の
対
抗
軸
と
し
て
も
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重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
域
内
に
は
文
化
の
固
有
性
を
根
拠

に
「
ア
ジ
ア
に
は
ア
ジ
ア
の
人
権
が
あ
る
」「
人
権
は
国
内
の
政

治
的
課
題
で
あ
る
」
と
主
張
し
、
人
権
の
普
遍
性
を
否
定
す
る
為

政
者
も
少
な
く
な
い
。
域
内
で
は
文
化
と
人
権
の
か
か
わ
り
を
研

究
す
る
学
際
的
研
究
が
、
欧
米
と
は
異
な
る
位
相
で
重
要
な
意
味

を
持
つ
の
で
あ
る
。

②
リ
サ
ー
チ
方
法
論
の
重
視

│
マ
ヒ
ド
ン
大
学

　

社
会
開
発
を
中
心
に
す
え
た
マ
ヒ
ド
ン
大
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
と
く
に
リ
サ
ー
チ
教
育
を
重
視
し
て
い
る
。
そ
れ
に
は
い
く

つ
か
の
理
由
が
あ
る
。
ま
ず
、
人
権
侵
害
が
お
き
た
と
き
、
そ
の

事
実
を
調
査
し
、
証
拠
を
収
集
し
、
記
録
す
る
の
は
多
く
の
場
合

Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る
が
、
単
に
事
実
を
記
録
す
る
だ
け
で
な
く
、
問
題

の
背
景
や
原
因
を
探
り
出
せ
な
く
て
は
、
根
本
的
な
解
決
策
を
導

き
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。ま
た
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
重
要
な
役
割
と
は
、

政
策
提
言
を
行
う
こ
と
で
あ
る
が
、
提
言
の
根
拠
と
な
る
デ
ー
タ

を
収
集
す
る
に
も
調
査
が
欠
か
せ
な
い
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
リ
サ
ー
チ
能

力
の
強
化
は
市
民
社
会
の
強
化
と
人
権
政
策
の
発
展
の
基
盤
と
な

る
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
大
学
の
協
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
マ
ヒ
ド
ン
大
学
の
人
権
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
ア
ジ
ア
を

中
心
と
す
る
多
国
籍
の
学
生
が
学
ん
で
い
る
が
、
圧
倒
的
多
数
の

学
生
が
修
士
論
文
の
テ
ー
マ
に
選
ぶ
の
は
、
自
国
の
人
権
問
題
で

あ
る
（
他
国
の
事
例
を
詳
細
に
調
査
す
る
の
は
、
言
語
の
問
題
が
あ

り
難
し
い
こ
と
も
一
因
で
あ
る
）。
つ
ま
り
、
人
権
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

学
ん
だ
理
論
と
方
法
を
使
っ
て
、
自
国
の
人
権
問
題
や
、
法
・
政

策
の
効
果
を
検
証
す
る
の
で
あ
る
。
調
査
結
果
は
、
各
国
で
の
政

策
提
言
に
つ
な
が
る
可
能
性
も
高
い
。

　

さ
ら
に
、
同
大
学
の
教
員
、
マ
イ
ク
・
ヘ
イ
ズ
氏
は
、
開
発
援

助
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
評
価
に
お
い
て
、
人
権
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
果
た

す
役
割
に
も
言
及
し
て
い
る
。
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
評
価
は
、
一

般
に
ド
ナ
ー
（
援
助
の
出
資
者
、
す
な
わ
ち
助
成
団
体
、
外
国
の
開

発
援
助
庁
、
国
際
機
関
な
ど
）
が
実
施
す
る
た
め
、
そ
の
評
価
は

対
費
用
効
果
に
限
定
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
人
び

と
の
暮
ら
し
に
ど
の
よ
う
な
変
化
や
影
響
を
与
え
た
の
か
、
人
権

の
視
点
か
ら
の
検
証
を
行
う
に
は
、
ま
ず
、
担
い
手
の
育
成
が
重

要
で
あ
る
。

４　

現
場
の
実
践
と
の
連
携

　

以
上
の
よ
う
に
、
人
権
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
研
究
の
た
め
の
研
究
の

場
で
は
な
く
、
き
わ
め
て
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、「
現
場
」
と
の
連
携
が
き
わ
め
て
重
要
で
あ
り
、
い
ず

れ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
、大
学
外

│
国
際
機
関
や
国
内
人
権
機
関
、

人
権
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど

│
か
ら
多
数
の
講
師
を
招
へ
い
し
、
現
場
の

実
情
や
声
を
教
育
の
中
に
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
る
。
た
と
え
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ば
、
カ
ル
カ
ッ
タ
大
学
で
は
国
内
人
権
機
関
の
委
員
が
、
毎
週
定

期
的
に
講
義
を
担
当
し
て
い
る
し
、
マ
ヒ
ド
ン
大
学
で
は
国
連
機

関
や
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
オ
フ
ィ
ス
が
集
中
す
る
バ
ン
コ
ク
の
地
の
利

を
生
か
し
、
こ
う
し
た
機
関
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
て
い
る
。法
学
系
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
場
合
は
、

リ
ー
ガ
ル
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
実
務
教
育
の
一
環
と
し
て
、
学
生
が
弁

護
士
の
協
力
を
得
て
法
律
相
談
を
行
う
）
を
必
修
ま
た
は
選
択
科
目

に
位
置
づ
け
て
い
る
。

５　

課
題

① 

エ
リ
ー
ト
養
成
で
は
な
く
、
草
の
根
に
貢
献
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と 

な
る
た
め
に

　

一
方
、
こ
れ
ま
で
積
極
的
な
評
価
を
中
心
に
の
べ
て
き
た
が
、

人
権
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
コ
イ
ン
の
表
裏
と
も
い
う
べ
き
問
題
点

も
あ
る
。
少
数
精
鋭
の
専
門
家
を
育
成
す
る
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
一
方
で
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の「
勝
ち
組
」

を
つ
く
る
コ
ー
ス
と
も
な
り
か
ね
な
い
。
実
際
、
人
権
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
も
つ
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
大
学
は
、
研
究
大
学
と
し
て

高
い
評
価
を
受
け
、
そ
の
「
ブ
ラ
ン
ド
力
」
に
よ
っ
て
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
学
生
獲
得
競
争
で
も
優
位
な
位
置
に
あ
る
も
の
が
少
な
く

な
い
。
し
か
し
、「
人
権
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
留
学
生
獲
得
の
た
め

の
看
板
や
、
エ
リ
ー
ト
養
成
コ
ー
ス
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
、
矛

盾
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
各
大
学
と
も
、
草
の
根
の
人
権
問
題
の
解
決
に
寄
与
す

る
人
材
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
た
め
、
工
夫
を
行
っ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
い
ず
れ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
、
入
学
選
考
の
際
に
人
権

問
題
の
解
決
に
対
す
る
意
欲
、
そ
し
て
「
人
権
に
か
か
わ
る
現
場

で
の
経
験
」
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
、
マ
ヒ
ド
ン
大
学
の

場
合
、「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
英
語
を
身
に

つ
け
た
い
」
と
い
う
動
機
か
ら
志
願
し
て
く
る
者
は
選
考
の
対
象

と
し
て
い
な
い
。

　

さ
ら
に
カ
ー
テ
ィ
ン
工
科
大
学
で
は
、
柔
軟
な
入
学
制
度
を
活

用
し
て
、
特
徴
的
な
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
を
打
ち
出
し

て
い
る
。
人
権
へ
の
熱
意
を
持
ち
な
が
ら
、
学
部
で
は
人
権
に
つ

い
て
学
習
し
た
こ
と
が
な
く
、
基
本
的
な
知
識
を
欠
く
よ
う
な
場

合
、
ま
ず
「
人
権
修
了
証
（Graduate Certificate in H

um
an 

Rights

）」
コ
ー
ス
に
入
学
し
、
こ
れ
を
経
て
修
士
課
程
へ
移
行

す
る
、と
い
う
オ
ル
タ
ー
ナ
テ
ィ
ブ
な
入
学
経
路
を
設
け
て
い
る
。

こ
れ
は
半
年
間
で
限
ら
れ
た
科
目
数
を
履
修
す
る
も
の
で
、
単
位

を
取
得
で
き
れ
ば
修
了
証
が
授
与
さ
れ
る
。
学
生
が
基
本
的
な
こ

と
を
理
解
で
き
る
か
ど
う
か
、
科
目
数
を
限
定
し
て
大
学
側
が
様

子
を
見
る
と
い
う
趣
旨
で
、
選
別
が
目
的
で
は
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
間
に
教
員
は
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー
ト

│
た
と
え
ば
、

英
語
の
読
み
書
き
に
困
難
の
あ
る
先
住
民
や
難
民
の
学
生
、
論
文



59　世界の大学院における「人権修士」プログラムの意義と課題

部落解放研究 №183 2008.10

の
書
き
方
や
文
献
収
集
の
方
法
が
わ
か
ら
な
い
学
生
へ
の
指
導
な

ど

│
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
コ
ー
ス
は
い
わ
ば
、
正
式
な
入
学

へ
の
「
橋
渡
し
的
な
（
ブ
リ
ッ
ジ
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
し
て
機
能

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
誰
が
修
了
証
コ
ー
ス
の
学
生
で
あ
る
か
、

本
人
が
話
を
し
な
い
限
り
、
他
の
学
生
に
は
知
ら
さ
れ
な
い
。

　

ま
た
、カ
ー
テ
ィ
ン
工
科
大
学
で
は「
人
権
修
了
証
コ
ー
ス
」に
、

大
学
卒
業
資
格
を
持
た
な
い
学
生
の
入
学
も
認
め
て
い
る
。
た
と

え
ば
、
子
ど
も
時
代
を
児
童
養
護
施
設
で
過
ご
し
、
路
上
生
活
も

経
験
し
た
と
い
う
女
性
は
、
経
験
を
通
じ
て
人
権
へ
の
関
心
を
強

め
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
家
と
な
っ
た
。
彼
女
は
大
学
で
学
ん
だ
経
験
は

な
い
が
、
そ
の
熱
意
と
活
動
歴
を
評
価
さ
れ
「
人
権
修
了
証
コ
ー

ス
」
に
入
り
、
現
在
は
修
士
課
程
に
移
行
し
、
学
ん
で
い
る
。

②
英
語
と
い
う
﹁
壁
﹂

　

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
教
育
・
研
究
指
導

だ
け
で
な
く
、
修
士
論
文
も
英
語
で
執
筆
さ
れ
る
の
で
、
研
究
成

果
を
各
国
内
で
、
と
り
わ
け
人
権
問
題
の
解
決
の
た
め
の
情
報
を

必
要
と
し
て
い
る
草
の
根
レ
ベ
ル
に
還
元
す
る
こ
と
が
難
し
い
。

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
に
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
イ
ン
ド
、
ス
リ
ラ

ン
カ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
香
港
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
フ
ィ
ジ
ー
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
よ
う
に
、
英
語
が
公
用

語
で
あ
っ
た
り
、
広
く
通
用
す
る
地
域
も
あ
る
が
、
こ
う
し
た
国

で
も
、
草
の
根
で
の
英
語
の
浸
透
度
合
い
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

と
く
に
発
展
途
上
国
で
は
、
英
語
の
運
用
能
力
は
、
経
済
的
な
出

身
階
層
と
も
連
動
す
る
。
英
語
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
国
を
越

え
た
議
論
を
活
発
化
さ
せ
る
一
方
で
、
草
の
根
と
の
乖
離
と
い
う

問
題
も
は
ら
ん
で
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、各
大
学
は
、セ
ミ
ナ
ー
や
研
修
会
を
開
催
し
、

研
究
成
果
を
積
極
的
に
社
会
に
還
元
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
ま

た
、
マ
ヒ
ド
ン
大
学
で
は
英
語
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
始
か
ら
数

年
を
経
て
、タ
イ
語
に
よ
る
人
権
修
士
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
開
始
し
た
。

こ
れ
は
、「
タ
イ
の
人
び
と
と
タ
イ
の
社
会
に
役
立
つ
研
究
を
と

く
に
推
進
す
る
た
め
」（
同
大
学
教
員
、
ス
リ
プ
ラ
パ
・
ペ
ッ
ミ
ー

シ
ー
氏
談
）
で
あ
る
と
い
う
。

さ
い
ご
に

│
今
後
へ
の
期
待

　

こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
人
権
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
、
実
務
家
の
養
成
と
リ
サ
ー
チ
活
動
の
促
進
に
よ
っ
て
、

域
内
各
国
の
人
権
政
策
の
発
展
に
大
い
に
寄
与
す
る
と
共
に
、
多

様
な
人
び
と
の
対
話
を
促
進
す
る
場
を
提
供
し
、
域
内
で
の
人
権

に
か
か
わ
る
協
働
の
可
能
性
を
育
む
場
と
な
っ
て
い
る
。
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
地
域
は
現
在
、
世
界
で
唯
一
、
地
域
的
人
権
保
障
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
も
た
な
い
地
域
で
あ
る
が
、
域
内
の
対
話
と
協
働
を
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促
進
す
る
人
権
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
こ
う
し
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
実
現

の
可
能
性
を
、
さ
ら
に
高
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
日
本
に
は
異
領
域
の
研
究
者
が
人
権
を
核
に
協
働
し
、

体
系
的
・
専
門
的
な
教
育
・
研
究
を
行
い
、
人
権
学
位
を
授
与
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ま
だ
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
日
本
に
お
い
て
も
ぜ
ひ
実
現
し
た
い
。
こ
れ
ま
で
日

本
の
人
権
教
育
・
啓
発
は
、
学
校
や
社
会
教
育
、
地
方
自
治
体
に

よ
る
啓
発
事
業
な
ど
、
公
的
な
制
度
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
、
幅

広
い
市
民
を
対
象
に
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
対
象
者
は
少
数

で
も
、
体
系
的
・
専
門
的
な
人
権
教
育
・
研
究
を
行
い
、
政
策
提

言
の
担
い
手
を
育
て
る
大
学
院
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
人
権
政
策
の
発

展
の
た
め
の
鍵
と
な
る
。

　

ま
た
、
制
度
化
さ
れ
た
人
権
教
育
啓
発
は
、
行
政
主
導
に
よ
っ

て
そ
の
内
容
や
方
法
が
決
定
さ
れ
る
の
で
、
人
権
行
政
の
あ
り
方

を
批
判
的
に
検
証
す
る
市
民
を
育
む
こ
と
は
、本
質
的
に
難
し
い
。

こ
れ
に
対
し
て
「
大
学
の
自
治
」「
学
問
の
自
由
」
と
い
う
視
点

に
た
て
ば
、
大
学
こ
そ
、
人
権
に
か
か
わ
る
自
由
な
研
究
を
促
進

し
、
必
要
な
政
策
を
提
言
す
る
基
盤
づ
く
り
に
お
い
て
、
積
極
的

な
役
割
を
果
た
せ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
国
内
の
人
権
教
育
・
啓
発
は
、
個

別
具
体
的
な
国
内
問
題
を
取
り
上
げ
る
一
方
で
、
そ
れ
ら
を
国
際

人
権
基
準
に
そ
く
し
て
検
討
し
た
り
、
他
国
と
問
題
を
共
有
し
、

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
と
し
て
問
題
解
決
の
シ
ス
テ
ム
を
模
索
す

る
、
と
い
っ
た
視
点
が
弱
か
っ
た
。
人
権
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
日
本

の
国
内
問
題
を
、
国
際
的
な
枠
組
み
の
下
で
検
討
し
、
解
決
を
模

索
す
る
道
も
さ
ら
に
広
げ
る
も
の
と
な
ろ
う
。

　

日
本
に
は
す
で
に
、
数
多
く
の
大
学
が
人
権
関
連
科
目
を
開
講

し
て
い
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
ま
ず
は
こ
れ
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

強
化
し
、
協
働
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
道
も
模
索
で
き
る
で

あ
ろ
う
。
大
学
改
革
と
い
う
名
の
下
で
、
人
権
教
育
・
研
究
を
後

退
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
蓄
積
を
い
か
し
て
、
ぜ
ひ
日

本
で
も
、
人
権
の
た
め
の
大
学
院
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
現
し
た
い
と

思
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

注（
１
）
国
際
人
権
大
学
院
大
学
（
夜
間
）
の
実
現
を
め
ざ
す
大
阪
府
民

会
議
の
委
託
を
受
け
、
筆
者
を
含
む
六
人
（
窪
誠
、
元
百
合
子
、

山
崎
公
士
、
山
下
梓
、
李
嘉
永
、
阿
久
澤
麻
理
子
）
が
、
世
界
の

人
権
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
ダ
イ
レ
ク
ト
リ
ー
日
本
語
版
を
作
成
し
た
。

国
際
人
権
大
学
院
大
学
（
夜
間
）
の
実
現
を
め
ざ
す
大
阪
府
民
会

議
『
世
界
の
大
学
院
に
お
け
る
人
権
教
育
・
研
究
の
動
向　
「
人

権
」学
位
を
授
与
す
る
大
学
院
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
ダ
イ
レ
ク
ト
リ
ー
』

（
二
〇
〇
八
年
六
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
２
）H

um
an Rights T

ools

は
、一
切
の
外
部
資
金
を
受
け
取
ら
ず
、
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完
全
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
運
営
さ
れ
て
お
り
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上

で
人
権
に
か
か
わ
る
情
報
提
供
を
行
う
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
あ
る
（
本
拠
ス

イ
ス
）。「
人
権
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
ア
ド
レ
ス
は

次
の
と
お
り
で
あ
る　

http://w
w
w
.hum

anrightstools.org/
m
asters.htm

 
（
な
お
、
表
１
は
二
〇
〇
八
年
五
月
五
日
現
在
の

デ
ー
タ
を
も
と
に
作
成
し
た
）。

（
３
）
イ
ン
ド
、
カ
ル
カ
ッ
タ
大
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
はH

um
an Rights 

T
ools

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
に
な
く
、
大
学
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
も

と
に
情
報
を
収
集
し
、
こ
こ
に
加
え
た
。

（
４
）
エ
ラ
ス
ム
ス
計
画
（T

he European Com
m
unity A

ction 
Schem

e for the M
obility of U

niversity Students: 
ERA

SM
U
S

）
と
は
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
間
の
人
物
交
流
・
協
力
計
画

の
一
つ
で
あ
り
、
大
学
間
の
交
流
協
定
等
に
よ
る
共
同
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
進
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
学
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
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